
県の工賃・賃金向上支援施策について 
 

１ 共同受注の推進 

 （１） 国立国会図書館の蔵書デジタル化業務等に取り組む「就労支援の場」の設置 

複数の障がい福祉サービス事業所等が施設外就労の形態で集まり、共同して作業を行う

「就労支援の場」を、大牟田市、大野城市、北九州市、桂川町に設置しています。 

     「就労支援の場」では、高性能スキャナー等を整備し、（公財）日本財団が国立国会図書

館から受注した蔵書デジタル化業務等に取り組みます。 

施設外就労によるデジタル化事業への参加を御検討ください。 

 

   

 （２） IT業務共同受注拡大事業 

     民間企業の営業力を活用し、企業等から受注した IT 業務等を、共同受注窓口を通じて、

県内の障がい福祉サービス事業所等に発注する事業を実施しています。 

     現在、共同受注窓口が企業等から受注した IT業務の作業に取り組んでいただく「就労継

続支援 B型事業所」を募集しています。 

     作業にあたっては、受注案件ごとに作業マニュアルを提供するなど、サポート体制を構

築しています。ぜひご活用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

    ＜受注業務の一例＞ 

業務カテゴリ 具体的な内容 

データ入力・集計 各種データの入力、リスト作成 

スキャニング 書類や書籍の電子化（A4サイズ） 

Web制作 簡易的なホームページの作成 

Webリサーチ 情報収集、市場調査 

事務代行 バックオフィス業務の継続サポート 

SNS運用 SNSや Googleビジネスプロフィールの運用 

 

 

 

 

    ＜お問い合わせ先＞ 

     共同受注窓口 

     運営：特定非営利活動法人セルプセンター福岡 

     TEL：092-632-7100 

     Mail：fukuokakyodo@utopia.ocn.ne.jp 



 

 

 

２ 農福連携の推進 

 （１） 福岡県農業大学校における障がいのある人等向けの農業体験の募集 

本県では、農業分野で働きたいと考えている障がいのある人に対し、福岡県農業大学校に 

おいて農作業を体験いただく機会を提供しています。 

今年度は、以下の日程で農業体験を行いますので、参加を御検討ください。詳細は、福岡

県ＨＰにて「【農福連携】農業大学校における障がいのある人向け農業体験の参加者を募集

します」で検索ください。 

   【今後募集する体験日程】 

令和９年１月１９日（火曜日）、２月１７日（水曜日） 

 （２） 農福連携マルシェの開催 

障がいのある人の収入向上を図るだけでなく、広く県民に向け農福連携を周知するため、

障がい福祉サービス事業所等がつくる農産物や農産加工品等を販売する「農福連携マルシ

ェ」を開催する予定です。詳細については、後日、県ＨＰに公表しますので、出店を御検討

ください。 



 


